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１設備概要

横置串型４車室

再熱再生式

横置串型３車室

再熱再生式

横置串型２車室

再熱再生式

タービン

１９７２．７．３１１９６８．１２．１９１９６７．８．２１着工

１９７６．１２．１１９７２．７．２５１９７０．１１．２８運転開始

軽水軽水軽水減速材

低濃縮ウラン

（燃料集合体１５７体）

低濃縮ウラン

（燃料集合体１２１体）

低濃縮ウラン

（燃料集合体１２１体）

燃料

３２２ループ数

加圧水型（PWR）加圧水型（PWR）加圧水型（PWR）型式

２４４万kW１４５万６千kW１０３万１千kW原子炉熱出力

８２．６万kW５０万kW３４万kW電気出力

３号機２号機１号機

＊美浜１号機は、我が国 初の加圧水型（PWR）原子力発電所
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発電所鳥瞰図

● 原子炉格納容器内部

● 中央制御室

● タービン発電機 ● 取水口
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至近の運転状況

2008

１号機

２号機

３号機

2009 2010

(91) (88)
#23 #24 #25

6/23 8/17 11/24 11/下

運転開始40年

(377)

(73)

#24
7/30

(87)
4/3

#25 6/28
#26

10/下

#239/1 11/12
(100)
#2412/13 3/22

11/28

主変圧器取替 他

加圧器管台取替 他

(20) (68)

化学体積制御系統
空気抜き配管補修

3/19～4/7

燃料漏えい調査
4/24～6/30

設備
利用率

７６．９％ ７４．２％ 約８０％

３

8/20

(12)

余熱除去系統
配管取替 他

蒸気発生器管台
溶接部補修 他

第１・２低圧給水加熱
器取替（B号機） 他

出力上昇中の不具合
による発電停止
11/13～11/24



美浜発電所の歩み

‘６２年（Ｓ３７） ６月 美浜町議会 発電所誘致を決議
‘６７年（Ｓ４２） ５月 丹生大橋完成 １号機建設工事着工 １１月 ＰＲ館完成
‘６８年（Ｓ４３） １０月 ２号機建設工事着工
‘７０年（Ｓ４５） ８月 １号機万博会場へ１万ｋＷの初送電

１１月 １号機営業運転開始
‘７２年（Ｓ４７） ７月 ２号機営業運転開始 ３号機建設工事着工

Ｓ４５．８．８ 出力１万kWの

「原子の灯」を大阪万博会場
に試送電

Ｓ３６年当時

１号機の建設工事
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美浜１号機（年度毎）

美浜１号機（累積）

設備利用率の推移

設
備
利
用
率
(%)

【美浜１号機 設備利用率の実績】
○累積（運転開始～H21年度）

52.8%
○３０年以降（H12.12～H21年度）

70.4%
○H21年度

73.7%

５

蒸気発生器補修

蒸気発生器漏えいと燃料棒折損対策

H２１

蒸気発生器補修

蒸気発生器取替



美浜２号機蒸気発生器伝熱管損傷事故（平成３年）

環境への放出量：約2.3×1010Bq
周辺公衆実効線量当量：約1×10-8Sv
（自然界から受ける当量の10万分の１）
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‘０４年（Ｈ１６） ８月 ３号機２次系配管破損事故
‘０５年（Ｈ１７） ３月 ３号機事故調査結果および再発防止対策を提出
‘０６年（Ｈ１８） ２月 事故再発防止対策の実施状況を取りまとめ提出
‘０６年（Ｈ１８） ５月 ３号機運転再開を美浜町・福井県殿に申し入れ
‘０７年（Ｈ１９） ２月 ３号機営業運転再開

平成１６年８月９日、２次系配管破損事故が発生。タービン建屋内２階天井付近の復水配管に破損が生じ、
約１４０度、約９気圧の高温水が蒸気となって噴出し、協力会社の方々１１名が被災、５名の方が亡くなり、
６名の方が重傷を負われた。

エロージョン・コロージョンにより配管肉厚が徐々に減少した結果、配管の強度が不足し、運転時の荷重に
より復水流量計オリフィスの下流部で大きな破口が発生した。２次系の配管については計画的に肉厚を測
定してきたが、当該部は当初から測定対象から漏れていた。

【 事故の概要 】

【 事故の原因 】

美浜３号機二次系配管破損事故(事故の概要)
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美浜３号機二次系配管破損事故(破損部位の状況)

事故発生時（Ｈ１６年８月撮影）

［材質：炭素鋼］

取替工事後（Ｈ１７年１０月撮影）

［材質：ステンレス］
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